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村内32ケ寺の仏像調査 切！日石村教育委日会の協力を仰て， IPi｛和52年度5 IITIにわたり明日夜村

内の仏像彫刻の調査を実施した。村内に伝わる仏像のうちすでに霊21!文化財に指定されている

ものは10件あり， これらを所蔵する寺院は，I前寺，｜稲作！：， 目、背）i寺υll})j（守）， 飛鳥寺等， 村内の

お：名な真言宗系の寺で， これらの寺院における調査は後日に行うこととして， 今同の制査では

この他に32ヶ寺(r'fd二宗24，浄土n宗5. 1"i’ii両院L J't;::i，宗l， その他l) について， その所if返する全

仏像彫刻訂370余躯を調査ーした。 予想通り大fjはt.l.戸時代のものであったが， 、｜λJi:時代から常

Jllfl時代にかけての作品34点が見 L 、Illされた（平J.i:｛.ム16点
かむも

、｜λ安II寺代の作例中， まず11：円されたのは｜＝の薬nm� ：1-:の諸像で， 木尊東川i如1)/(J削象を，－11心に，

千手観音立（�良（像日2 m), 四天王立像（像 ，：
＇

：j三91王90cml]iJ後， －91�75cm） がli"i'.かれ， いづれも一木

造の像である。 12世紀の制作と考えられる°i'T像だが， ， ，－ ，でも,-1..：尊薬師メl士f象（概H. ';{,;J也（l:Jム｛象

1:':i86cm）は， 明快な「If.I立ちゃ稲かに肉づけされたl去l身部の表現などに特色があり， JI JH:J部に

は珍しい均衡のよくとれた堅実な作品で‘ある。 制作は12世紀前半と認められるが，｛呆イ了；状態が

必いためmrviーが古：しいのが↑／？まれる。 これに（Iiするメle:{:象の作例として祝戸の専称寺本格阿弥陀

If ｛象（桧材， ー木浩 ， 後初iの淡泊，i処：·石97. 5cm） がある。 ，lliJ('ril'・代を11世紀まで遡らせることがで

きるもので， 日， , I)よく休！如以く同JV1他人きく張った支店感のある（象である。 ただ伐念にも頭部

が後Fiiiのものにかえられている。 、｜λvmiの立像で・はfii°WIのk林寺と��：111Tの同念千i°'の本時阿タFl?己

像がrl: n された。 その他， ｜て対IIのf�JW.'Fには愛らしい金銅釈迦誕生仏のii
・像が迫されていた。

像j\';jll. lcmの小像ではあるが， 数少ない天平時代の誕生仏としてi't.if(ーである。

鎌倉H制にの作例は少なく， わずかに定林�·i，の前1!1.f，仏太子｛象（｛釦
・

；i69cm， 桧H. 'N木造，三1-:I札彩

色）が14世紀前
、
！＇：の作例としてあげられる。 柔かないlづけ， i詑切jかつあどけなさを示すその表

↑，＇iiは， ri·i Jj.Ji:寺のIY11!'.f，伝太子像(1309）と共通した表現がみられ， 、＂，J也における，，－ ，世の太子信仰l

のー資料としてn ：なされる。 主IIIJ時代の作例のrlユでは， 小｛象

ながら1(1院仏rm；の作風を示す奥山久米手J＇にある日光・月光両

"f;-際立像が， その端正な出＊�ミえでrl：円された。

橘寺観音堂本尊・木造如意輪観音坐像の調査 この像は.m文に

指定されているが， 今まで未調査であったので調査を行なっ

たところ， 、｜λ安後JUIの如Wi命観音中で・も際立っ た存不I
：
：である

ことが再確認された。 定制燥を忠1l
’に踏襲した作例で， 木i俗

的な符教像として叩l寺の揃寺を考えるトー で＇·fl: nすべき仏像で

ある（I l絵l）。 、，，，也〆t、
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